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宣誓をした青木さん（左）と角谷さん(右)

君が代の伴奏をした美橋さん（北区）

ふるさとクイズに挑戦 受付は中高生ボランティアが担当

アトランタオリンピックが開催され、
日本人選手が大活躍を見せる一方、全
国各地で大腸菌Ｏ－１５７が猛威をふ
るった年でもありました。

松崎町では、道の駅花の三聖苑に
「かじかの湯」がオープンしました。

新成人が誕生した２０年前

第第第

回
松
崎
町
成
人
式

回
松
崎
町
成
人
式

人
が
大
人
へ
の
仲
間
入

人
が
大
人
へ
の
仲
間
入
りり

６９６９

５９５９

第第

回
松
崎
町
成
人
式

回
松
崎
町
成
人
式

人
が
大
人
へ
の
仲
間
入

人
が
大
人
へ
の
仲
間
入
りり

６９６９

５９５９
会場のあちこちで記念写真

ＯＢの新成人斎藤さん（道部）も

交えての伊豆松崎牛原太鼓の演奏 まっちーも新成人を祝福

１
月
８
日
、
第

回
松
崎
町
成

６９

人
式
が
、
環
境
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
新
た
に
大
人
の
仲
間
入

り
を
し
た
松
崎
町
の
新
成
人
は
、

人
（
男
性

人
、
女
性

人
）、

５９

２７

３２

う
ち

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

５２
式
は
「
式
典
」
と
「
は
た
ち
祭
」

の
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、
新
成
人

た
ち
は
、
多
く
の
関
係
者
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
、「
成
人
」
と
し
て
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し

て
、
青
木
翔
太
さ
ん
（
峰
輪
）
と

角
谷
美
有
さ
ん
（
江
奈
２
）
が
、

「
松
崎
町
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と

に
誇
り
を
持
ち
、
自
ら
の
手
で
、

未
来
へ
の
道
を
切
り
開
い
て
い
く

こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
」
と
力

強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

は
た
ち
祭
で
は
、
ふ
る
さ
と
ク

イ
ズ
や
伊
豆
松
崎
牛
原
太
鼓
の
演

奏
が
行
わ
れ
、
新
成
人
の
門
出
を

祝
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１
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１
月
４
日
、
新
春
恒
例
の
松
崎

町
消
防
団
出
初
式
が
松
崎
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
消
防
団

員
１
９
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
山
田
団
長
が
、「
地

域
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を

災
害
か
ら
守
る
と
い
う
消
防
団
に

課
せ
ら
れ
た
本
来
の
使
命
を
改
め

て
か
み
し
め
な
が
ら
、
消
防
団
一

丸
と
な
っ
て
活
動
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
訓
示
を

述
べ
、
地
域
防
災
へ
の
誓
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

規律訓練を披露する消防団員

表彰を受ける舩津副分団長

そ
の
他
、
永
年
に
わ
た
っ
て
消

防
防
災
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
団

員
の
表
彰
や
消
防
活
動
協
力
者
お

よ
び
退
団
役
員
に
対
す
る
町
長
感

謝
状
贈
呈
、
規
律
訓
練
披
露
等
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
、
ラ
ッ
パ
隊

を
先
頭
に
消
防
団
員
、
消
防
車
両

台
に
よ
る
町
内
パ
レ
ー
ド
と
那

１９賀
川
で
の
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

那賀川での一斉放水

静
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

特
別
功
労
章
（

年
勤
続
功
労
章
）

２０

１
倆
２

副
分
団
長

石
田
和
也

２
倆
２

団

員

山
田
雄
介

３
倆
２

副
分
団
長

舩
津
健
一

４
倆
１

団

員

山
本
孝
之

５
倆
３

部

長

田
口
文
人

５
倆
４

班

長

佐
藤
伸
一

年
勤
続
功
労
章

１０１
分
団

分

団

長

馬
場

篤

１
倆
１

部

長

石
田

良

１
倆
１

班

長

森

崇
彦

１
倆
３

団

員

美
木
宗
央

３
倆
１

副
分
団
長

山
田

正

３
倆
３

副
分
団
長

細
田
洋
治

４
倆
２

副
分
団
長

山
本
芳
紀

６
倆
１

班

長

長
嶋
達
也

功
労
章

１
倆
１

部

長

石
田

良

１
倆
１

班

長

森

崇
彦

西
伊
豆
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

７
年
勤
続
功
労
章

町
長
感
謝
状

松
崎
町
消
防
団
長
表
彰

善
行
章

【
問
合
せ
】

総

務

課
（
４
２
）
３
９
６
３

（
敬
称
略
）

功
労
章
（

年
勤
続
功
労
章
）

１５

消
防
活
動
協
力
者

商店街をパレードする消防団員

松松
崎
町
消
防
団
出
初

松
崎
町
消
防
団
出
初
式式

防防防防防防防防防防防
火火火火火火火火火火火
・・・・・・・・・・・
防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災
のののののののののの
誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓
いいいいいいいいいい
新新新新新新新新新新
たたたたたたたたたた

防
災
の
誓
い
新
た
ににににににににににに

表表

彰彰

１
倆
２

団

員

佐
藤
友
康

２
倆
２

班

長

山
田
信
介

５
分
団

分

団

長

佐
藤
岩
夫

５
倆
１

部

長

山
本
慶
一
郎

５
倆
１

班

長

稲
葉
隆
二

６
倆
２

部

長

山
本
重
孝

本

部

本
部
部
長

後
藤
信
之

１
倆
１

団

員

藤
井
昭
一

１
倆
１

団

員

石
田
康
大

１
倆
２

班

長

関

重
利

１
倆
３

部

長

佐
藤
公
彦

２
倆
２

部

長

武
田
拓
郎

２
倆
２

団

員

石
川

明

３
倆
１

部

長

松
田

朗

４
倆
１

班

長

山
本
和
成

４
倆
１

班

長

山
崎
大
介

５
倆
３

団

員

山
本

貴

５
倆
４

団

員

佐
藤
隼
人

６
倆
１

班

長

斎
藤
裕
太

静
岡
県
消
防
協
会
賀
茂
支
部
長
表
彰

功
績
章

３
分
団

分

団

長

山
本
良
明

５
分
団

分

団

長

佐
藤
岩
夫

６
分
団

分

団

長

齋
藤
達
雄

技
能
功
労
章

１
倆
２

団

員

竹
内

聡

３
倆
１

班

長

山
本
尚
敬

１
倆
１

団

員

藤
井
昭
一

２
倆
１

団

員

美
橋
京
介

２
倆
２

部

長

武
田
拓
郎

２
倆
２

団

員

石
川

明

５
倆
３

班

長

山
本
政
孝

前

団

長

山
本

謹
吾

様

前
３
分
団
長

伊
東

直
記

様

前
５
分
団
長

山
本

達
雄

様

前
６
分
団
長

大
石

孝
広

様

土
屋

哲
夫

様

退
団
者
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小
６

８
６
埀
２
３
０
円

中
１

１
１
０
埀
４
５
０
円

中
２

１
４
６
埀
４
２
０
円

中
３

８
９
埀
１
３
０
円

※
４
月
か
ら
認
定
さ
れ
た
場
合
の

平
成

年
度
の
支
給
額
で
す
。

２８

年
度
に
よ
り
支
給
金
額
に
変
更

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
学
校
納
付
金
を

免
除
す
る
も
の
で
は
な
く
、
学
校

納
付
金
の
一
部
を
援
助
す
る
も
の

で
す
。
学
校
納
付
金
は
、
各
学
校

の
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
必
ず
全

額
納
め
て
く
だ
さ
い
。

援
助
金
を
生
活
費
等
へ
充
当
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

他
の
就
学
援
助
制
度
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

町
で
は
、
お
子
さ
ま
が
等
し
く

安
心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
就

学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
小
中
学

生
の
保
護
者
に
対
し
て
、
就
学
援

助
制
度
（
修
学
支
援
制
度
）
が
あ

り
ま
す
。
家
庭
の
経
済
状
況
等
に

応
じ
て
利
用
で
き
る
制
度
を
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
町
の
就
学
援
助
制
度
〉

【
対
象
】

松
崎
町
に
居
住
し
、
松
崎
小
学

校
、
松
崎
中
学
校
に
通
う
児
童
生

徒
が
い
る
保
護
者
の
う
ち
、
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は

生
活
保
護
は
受
け
て
い
な
い
が
、

準
ず
る
程
度
に
困
窮
し
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
方
。

【
援
助
の
内
容
】

学
用
品
費
・
通
学
用
品
費
・
郊

外
活
動
費
・
修
学
旅
行
費
・
学
校

給
食
費
等

（
支
給
額
の
例
・
年
額
）

小
１

８
３
埀
２
８
０
円

小
２
～
小
５

６
５
埀
０
４
０
円

町
で
は
、
将
来
を
担
う
人
材
育

成
を
目
的
に
、
義
務
教
育
を
終
え
、

上
級
学
校
に
進
学
す
る
方
へ
就
学

費
用
の
一
部
を
貸
付
ま
た
は
補
助

し
て
い
ま
す
。

〇
町
の
制
度

〈
奨
学
金
貸
付
制
度
〉

【
対
象
】

両
親
ま
た
は
保
護
者
が
松
崎
町

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
現

に
松
崎
町
内
に
引
き
続
き
１
年
以

上
居
住
し
て
い
る
家
庭
の
修
学
者
。

【
貸
付
方
法
】

４
月
末
日
ま
で
に
４
月
分
か
ら

９
月
分
、

月
末
日
ま
で
に

月

１０

１０

分
か
ら
３
月
分
の
奨
学
金
を
申
請

者
の
口
座
へ
振
込
み
ま
す
。（
入
学

一
時
金
に
つ
い
て
は
第
１
回
支
払

い
時
に
奨
学
金
と
合
わ
せ
て
振
込

み
ま
す
。）

奨学金貸付限度額

月 額入学一時金区 分

２０,０００円１００,０００円
高等学校（ろう学校または特別支援学校の

高等部および専修学校の高等課程を含む）

３０,０００円２００,０００円第１学年～第４学年
大学（短期大学および
専修学校の専門課
程を含む）

２０,０００円１００,０００円第１学年～第５学年高等専門学校

入学一時金の支給は、入学した年度１人１回とする。備 考

奨

学

金

制

度

子

ど

も

の

夢

を

か

な

え

る

《
小
学
生
か
ら
中
学
生
向
け
》

《
高
校
生
以
上
向
け
》

【
貸
付
の
条
件
】

・
貸
付
金
は
無
利
子
と
し
、
償
還

期
限
は
、
措
置
期
間
終
了
後
１０

年
以
内
の
均
等
年
賦
償
還
と
な

り
ま
す
。

・
貸
付
金
の
措
置
期
間
は
、
卒
業

後
１
年
以
内
と
な
り
ま
す
。

・
町
税
等
を
完
納
し
て
い
る
保
護

者
お
よ
び
保
護
者
以
外
の
方
の

連
帯
保
証
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

〈
教
育
資
金
利
子
補
給
金
制
度
〉

【
対
象
】

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

・
松
崎
町
に
住
所
の
あ
る
方
で
、

町
が
定
め
る
金
融
機
関
か
ら
教

育
資
金
を
借
り
入
れ
た
方
、
ま

た
は
公
共
的
機
関
か
ら
奨
学
金

の
貸
与
を
受
け
た
方
。

・
前
年
に
お
け
る
世
帯
の
年
間
収

入
金
額
が
７
７
０
万
円
以
下
の
方
。

・
償
還
実
績
表
提
出
時
に
町
税
等

を
完
納
し
て
い
る
方
。

【
貸
付
の
条
件
】

・
利
子
補
給
の
対
象
と
な
る
教
育

資
金
の
限
度
額
は
、
学
生
ま
た

は
生
徒
１
人
に
つ
き
５
０
０
万

円
と
な
り
ま
す
。

・
利
子
の
補
給
額
は
、
当
該
年
度

中
に
支
払
っ
た
利
子
の
う
ち
年

率
３
・
０
%
以
内
と
な
り
ま
す
。

〇
県
の
制
度

〈
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
〉

【
対
象
】

母
子
家
庭
の
子
、
寡
婦
が
扶
養

す
る
子
、
父
母
の
な
い
子
、
父
子

家
庭
の
子

【
貸
付
金
の
種
類
】

・
修
学
資
金
…
進
学
の
た
め
に
必

要
な
授
業
料
、
書
籍
代
、
交
通

費
等
の
た
め
の
資
金

・
就
学
支
度
資
金
…
進
学
す
る
た

め
に
必
要
と
な
る
被
服
等
の
購

入
資
金

【
面
接
】

申
請
後
は
、
母
子
・
父
子
福
祉

協
力
員
お
よ
び
県
職
員
と
の
面
接

が
あ
り
ま
す
。

※
制
度
の
利
用
を
検
討
さ
れ
る
場

合
は
、
詳
細
に
つ
い
て
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

〈
そ
の
他
〉

公
立
高
校
へ
通
う
お
子
さ
ま
の

た
め
の
修
学
支
援
制
度
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
、お
子
さ
ま
が
通
っ

て
い
る
高
校
ま
た
は
県
教
育
委
員

会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

県
教
育
委
員
会

０
５
４
（
２
２
１
）
３
１
１
０
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委嘱状を受け取る鈴木さん

平
成

年
分
の
確
定
申
告
（
所

２８

得
税
の
申
告
）
が
必
要
な
方
は
、

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
３

月

日
（
水
）
ま
で
に
申
告
を
お

１５
願
い
し
ま
す
。

◎
確
定
申
告
会
場

【
場
所
】

下
田
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
サ
ン
ワ
ー
ク
下
田
）
第
一
会
議
室

【
期
間
】

２
月

日
（
木
）
～
３
月

日

１６

１５

（
水
）
（
土
・
日
を
除
く
）

【
時
間
】

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
受
付
終
了‥

午
後
４
時
）

※
こ
の
期
間
、
下
田
税
務
署
内
で

は
申
告
書
の
作
成
を
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

※
会
場
で
は
、
電
子
申
告
（
ｅ
‐

Ｔ
Ａ
Ｘ
）
に
よ
る
申
告
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
税
務
署
か
ら

送
ら
れ
た
ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書
、

「
利
用
者
識
別
番
号
等
の
通
知
」

（
緑
ま
た
は
茶
色
の「
重
要
書
類
」

と
書
か
れ
た
封
筒
）
を
お
持
ち

の
方
は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
確
定
申
告
相
談
（
出
張
相
談
）

【
場
所
】

環
境
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

【
日
時
】
２
月

日
（
月
）

２７

午
前
９
時

分
～
正
午

３０

午
後
１
時
～
午
後
３
時

分
３０

※
税
務
署
職
員
が
来
庁
し
、
申
告

を
受
け
ま
す
の
で
、
積
極
的
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
無
料
税
務
相
談
所

【
場
所
】

下
田
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
サ
ン
ワ
ー
ク
下
田
）
第
二
会
議
室

【
日
時
】

２
月

日
（
木
）
～
２
月

日

１６

２３

（
木
）

（
土
・
日
を
除
く
）

午
前
９
時

分
～
正
午

３０

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◎
そ
の
他

〇
平
成

年
分
以
降
の
申
告
書
に

２８

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
）
の
記
載
が
必
要
で
あ
る
と

と
も
に
、
申
告
さ
れ
る
ご
本
人

の
本
人
確
認
書
類
の
写
し
の
添

付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
本
人
確
認
を
行
う
と
き
に
使
用

す
る
書
類
の
例
】

例
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

下田市地域おこし協力隊（左・中央）

による引き渡しの様子

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

例
２

通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
入
り
の
住
民
票
＋

運
転
免
許
証
、
公
的
医
療
保
険

の
被
保
険
者
証
等

・
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限

は
３
月

日
（
水
）
で
す
。

１５

・
消
費
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限

は
３
月

日
（
金
）
で
す
。

３１

・
譲
渡
所
得
（
株
式
お
よ
び
土
地
・

建
物
等
の
売
却
に
よ
る
所
得
）

お
よ
び
贈
与
税
の
申
告
相
談
は
、

下
田
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
サ
ン
ワ
ー
ク
下
田
）
で
の
み

行
っ
て
い
ま
す
。

・
住
民
税
の
申
告
は
、
平
成

年
２９

１
月
１
日
現
在
、
松
崎
町
に
住

所
の
あ
る
人
で
す
。
簡
易
な
確

定
申
告
に
つ
い
て
は
、
先
に
配

布
し
た
住
民
税
申
告
受
付
日
程

表
の
と
お
り
、
各
地
区
巡
回
時

に
併
せ
て
受
け
付
け
し
ま
す
。

日
程
表
の
注
意
書
き
等
を
よ
く

ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
不
明
な
点

は
、
窓
口
税
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

下
田
税
務
署
（
２
２
）
０
１
８
５

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

下
田
税
務
署
よ

下
田
税
務
署
よ
りり

確
定
申
告
の
お
知
ら

確
定
申
告
の
お
知
ら
せせ

平
成

年
か
ら
６
年
間
に
わ
た

２３

り
人
権
擁
護
委
員
活
動
に
取
り
組

ま
れ
た
美
橋
妙
子
さ
ん
（
岩
地
）

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

美
橋
さ
ん
の
後
任
に
は
、
平
成

年
１
月
１
日
付
け
で
鈴
木
政
子

２９さ
ん
（
吉
田
）
が
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚

や
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救

済
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
退
任
さ
れ
た
美
橋
さ
ん

に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
の
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
長
年
の
ご
功

績
に
対
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

月

日
、
伊
豆
流
域
林
業
活

１２

１６

性
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
町
に
伊
豆
地

域
材
木
製
自
転
車
ス
タ
ン
ド
３
台

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
自
転
車
ス
タ
ン
ド
は
伊
豆

地
域
材
の
有
効
活
用
を
目
的
に
伊

豆
流
域
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の

自
主
事
業
と
し
て
、
下
田
市
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
協
力
を
得
て
製

作
さ
れ
た
も
の
で
す
。

い
た
だ
い
た
自
転
車
ス
タ
ン
ド

は
、
ま
つ
ざ
き
荘
、
長
八
美
術
館
、

道
の
駅
花
の
三
聖
苑
に
そ
れ
ぞ
れ

設
置
し
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
へ
の

委
嘱
状
と
感
謝
状

伊
豆
地
域
材
木
製
自
転
車

ス
タ
ン
ド
の
寄
贈
に
つ
い
て



平
成

年
度
予
算

29

１
月
も
終
わ
り
、
町
の
来
年

度
予
算
編
成
作
業
も
大
詰
め
を

迎
え
、
近
々
、
議
会
へ
の
概
要

説
明
を
行
い
、
報
道
機
関
に
も

公
表
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
予
算

の
概
要
に
つ
い
て
は
今
後
の

「
広
報
ま
つ
ざ
き
」
で
も
お
知

ら
せ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
編
成
作
業
を
通
し

た
所
感
を
お
伝
え
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

来
年
度
予
算
で
は
、
健
康

長
寿
へ
の
取
り
組
み
を
維
持

し
て
い
く
た
め
、
特
に
健
診

の
受
診
率
向
上
に
努
め
て
い

く
所
存
で
す
。
私
が
推
進
す

る
「
平
成
の
花
と
ロ
マ
ン
の

ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
は
、
少

子
高
齢
化
を
土
台
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
で
す
。
高
齢
者
の

皆
様
が
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た

知
識
や
経
験
を
生
か
す
こ
と

に
よ
っ
て
対
価
を
得
る
仕
組

み
づ
く
り
で
す
。

こ
の
施
策
の
一
番
重
要
な
点

は
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に
社
会

参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
地

域
活
性
化
に
繋
が
る
だ
け
で
な

く
、
増
大
す
る
社
会
保
障
費
の

歳
出
削
減
に
な
り
、
こ
れ
を
財

源
と
し
て
将
来
へ
の
投
資
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
、
一
石
二
鳥

に
も
三
鳥
に
も
な
り
ま
す
。

炊
い
た
お
米
の
一
粒
、
一

粒
が
立
っ
て
い
る
ご
飯
は
美

味
し
い
よ
う
に
、
町
民
の
皆

様
が
一
人
ひ
と
り
生
活
習
慣

を
見
直
し
、
健
康
寿
命
を
１

日
で
も
伸
ば
す
こ
と
を
考
え

て
い
た
だ
く
だ
け
で
、
町
全

体
で
は
大
き
な
改
善
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯８６

１月２日、今年１年の豊漁等を祈願して乗り
初めが行われました。多くの行楽客は、富士山
をバックに、海岸に組まれた櫓からまかれるお
餅やお菓子を拾いました。

１２月１５日、松崎産青パパイヤの可能性を探る
第２弾のイベントが行われ、参加者は、パパイ
ヤを使った手作り石鹸のデモンストレーション
を見たり、パパイヤ石鹸を試用しました。

１月１６日、環境センターでは、ポンカン品評会
が開催されました。出品された３５点について審査
が行われ、舩津幸子さん（船田）が金賞に輝きま
した。同日のポンカンの直売も盛況でした。

県が主催する「ふじのくに花の都しずおか・
花緑コンクール」での入賞をきっかけに、「蔵
ら」では年末年始にかけてたくさんの花々が飾
られ、「撮影スポット」が用意されました。

6

乗り初め（雲見海岸） ポンカン品評会

MyTownTopics～まちのできごと～

Greenpapayasoup 蔵ら「花飾り」
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芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

沢
渡
地
区
か
ら
梓
川
対
岸
に
見

え
る
霞
沢
発
電
所
は
一
般
の
人
は

行
く
こ
と
の
な
い
施
設
で
す
が
、

そ
の
建
設
に
よ
り
安
曇
地
区
は
多

大
な
恩
恵
を
受
け
ま
し
た
。
忘
れ

去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
歴
史
的

な
事
実
を
こ
の
機
会
に
皆
様
に
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
以
下

に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

大
正
４
年
焼
岳
が
大
噴
火
し
、

こ
れ
に
よ
り
梓
川
が
せ
き
止
め
ら

れ
て
大
正
池
が
で
き
ま
し
た
。
霞

沢
発
電
所
は
こ
の
大
正
池
の
湖
尻

に
堰
堤
を
設
け
て
取
水
を
し
、
発

電
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
正

年

月
梓
川
電
力
（
株
）

１５

１０

に
よ
り
建
設
着
手
。
工
事
に
伴
い
、

取
水
源
の
大
正
池
ま
で
工
事
関
連

資
材
を
搬
入
す
る
目
的
で
、
釜
ト

ン
ネ
ル
を
開
削
し
ま
し
た
。
全
長

地

域

交

流

通

信

中
、
あ
る
講
習
会
で
北
茨
城
自

然
薯
研
究
会
の
山
縣
会
長
と
お

会
い
す
る
機
会
を
得
て
い
ろ
い

ろ
話
を
お
伺
い
す
る
う
ち
、
松

崎
町
で
も
自
然
薯
の
産
地
化
が

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
、

仲
間
に
呼
び
か
け
て
８
年
前
松

崎
町
自
然
薯
研
究
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
」
と
い
う
こ
と
で

す
。ま

た
、
現
在
の
活
動
に
つ
い

て
は
、「
当
初
は
会
員

人
で

１６

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
そ
の

後
会
員
も
徐
々
に
増
加
し
、
現

在
は
近
隣
の
市
町
も
含
め
て
４０

人
を
数
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
自
家
用
だ
け
の
栽
培
を
す

る
会
員
、
販
売
用
も
栽
培
す
る

人
等
様
々
で
す
。会
の
活
動
は
、

年
数
回
の
栽
培
講
習
会
、
品
評

会
、
視
察
研
修
等
が
主
な
活
動

で
す
が
、
今
後
さ
ら
な
る
産
地

化
を
目
指
す
に
は
販
路
の
拡
大

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
粉
末
等
の

新
商
品
の
開
発
や
機
能
性
商
品

と
し
て
の
見
直
し
等
が
進
ん
で

お
り
、
こ
れ
ら
を
ベ
ー
ス
に
販

路
の
拡
大
に
努
め
、
町
の
特
産

品
と
し
て
育
て
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
も
「
自
然
薯
研
究
会
」

の
活
動
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

葛「
試
し
掘
り
」で
取
れ
た
自
然
薯

Profile

じねんじょけんきゅうかい

自然薯研究会は、２００９年に１６人

で活動を開始しました。

現在は、下田市・西伊豆町・河

津町・伊豆市土肥地区の会員を

含む約４０人で活動しています。

霞沢発電所の様子
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長
の
鈴
木
公
康
さ
ん
に
、
こ

れ
ま
で
の
経
緯
を
聞
き
ま
し
た
。

「
松
崎
町
の
自
然
薯
栽
培

は
、

～

年
前
、
農
業
委

３０
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員
会
が
中
心
と
な
っ
て
産
地

化
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
だ

時
期
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
が
、
そ
の
後
は
衰
退
し

て
い
っ
た
よ
う
で
、
当
時
配

布
し
た
自
然
薯
の
栽
培
容
器

（
ク
レ
バ
ー
パ
イ
プ
）
が
農

家
の
倉
庫
の
片
隅
に
放
置
さ
れ

て
い
る
の
を
発
見
す
る
こ
と
も

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
最
近

は
、
自
然
の
山
芋
は
イ
ノ
シ
シ

に
掘
ら
れ
て
し
ま
い
ほ
と
ん
ど

食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
山
芋
好

き
の
愛
好
家
が
自
己
流
や
い
ろ

い
ろ
な
栽
培
講
習
会
に
参
加
を

し
て
個
別
に
栽
培
を
続
け
て
い

た
と
の
こ
と
で
、
私
も
そ
ん
な

仲
間
の
一
人
で
し
た
。
そ
ん
な
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３
２
０
ｍ
の
同
ト
ン
ネ
ル
は
昭
和

２
年
に
開
通
、
人
間
が
や
っ
と
通

れ
る
穴
を
通
し
た
後
、
幅
と
高
さ

２
ｍ
ほ
ど
に
拡
幅
さ
れ
ま
し
た
。

発
電
所
の
竣
工
は
昭
和
３
年
１１

月
で
、
翌

月
に
は
送
電
を
開
始

１２

し
て
い
ま
す
。
出
力
は
当
初
３
１

１
０
０

で
し
た
が
、
昭
和

年
１３

１１

月
に
は
増
出
力
工
事
に
よ
り
３
９

０
０
０

と
な
り
、
当
時
は
東
洋
一

の
発
電
量
と
い
わ
れ
、
電
力
供
給

と
し
て
は
相
当
な
貢
献
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

釜
ト
ン
ネ
ル
は
昭
和
８
年
長
野

県
に
寄
贈
さ
れ
、
同
年
乗
り
合
い

バ
ス
の
運
行
も
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
宿
泊
施

設
も
充
実
、
上
高
地
は
知
名
度
が

上
が
っ
て
現
在
の
よ
う
に
世
界
的

な
観
光
地
と
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

kwkw

霞沢発電所データ

昭和３年１１月 梓川電力（株）により運用

昭和１６年１０月 日本発送電（株）に設備統合

昭和２６年５月 東京電力（株）に設備移管

・発電機３台

・大正池からの導水路は全長７,６１２.１２ｍ

・有効落差４５３.６５ｍは当時日本で３番目の規模

・大戦末期には草をかぶせて爆撃機から隠した
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二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，００７人（－１４人）

男 ３，３２１人（－４人）

女 ３，６８６人（－１０人）

世帯数 ３，００８戸（－４戸）

転 入 ７人 転 出 １１人

出 生 ２人 死 亡 １２人

（平成２８年１２月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

二
〇
一
七
年
二
月
一
日
発
行

通
刊

第

六

三

三

号

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（１１２２月届出分月届出分））

人身事故 ０件 （－２）

物損事故 １２件 （－７）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ０人 （－２）

平成２８年１２月発生分

（ ）内は前年同月比

町 の 交 通 事 故

－

短

歌－

松松松

崎崎

文文

芸芸

岡

村

芳

子

細

田

光
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姿
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ゆ
る
仕
事
場
を
見
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ー
ヤ
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は
に
が
み
を
消
せ
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レ
シ
ピ
あ
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子
ど
も
の
や
う
に
喜
び
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ぶ

い
く
つ
も
の
夢
と
び
交
ひ
て
手
を
合
は
す

雲
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ぞ
く
月
に
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て
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か
ど
ら
な
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※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

届出人年齢氏 名地 区

浩９９石 田 ミ エ江奈２

弘９３山 本 敏江奈２

淳 介９２土屋美保子那 賀

和 彦９２池 よ し野 田

和 孝６４樋 口 公 江大 澤

柴崎満里８３山 本 満 子江奈２

敦７３飯 野 一 代東 区

おくやみ申し上げます（死亡）

保護者性別名 前地 区

篠 田 美 希女姫 愛
り あ

指 川

山 下 顕 司女羽 奏
わ かな

那 賀

おめでとうございます（出生）

寺田 陽鞠ちゃん
ひ まり

（雲見）

野々上 大輝くん
だい き

（江奈２）

ピ
カ
ピ
カ

キ
ッ
ズ

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課

（
４
２
）
３
９
６
６

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
偶
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

３
歳
児
健
診
で「
虫
歯
」が
な
か
っ
た

お
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

原 侑李くん
ゆう り

（江奈２）
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～税務署からのお知らせ～

確定申告書の作成には、国税庁HP「確定申告書等作成コーナー」をご利用ください。

１ 税務署に出向く必要なし！

２ いつでも利用可能！

３ 自動で税額を計算！

４ プリントサービスにも対応！

作成コーナー 検検索索郭郭 まずは検索！ 国税局・税務署

所得税および復興特別所得税、贈与税の申告と納税は3月１５日（水）まで
消費税および地方消費税の申告と納税は3月３１日（金）まで
申告と納税は正しくお早めに！！

【問合せ】下田税務署（２２）０１８５
※自動音声にて案内しています。確定申告のお問い合わせは「０」を選択してください。


